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様式第２号（第３条関係） 

 

審議会会議録 
 

 会 議 名 称 令和２年度 第１回伊達市市民参加推進会議（書面会議） 

 

 

 議     題 

 

 

議事 

・令和元年度市民参加の実施結果について 

・令和２年度市民参加の実施予定について 

開 催 日 時 令和２年５月19日(火） 

 場    所 書面にて開催 

 出 席 委 員 

亀田 正人 会長、片川 喜明 副会長、原 義衛 委員、宮澤 豊 委員、 
今村 勝一 委員、宇井 尚 委員、小滝 弘子 委員、斉藤 嘉朗 委員、 
竹村 幸雄 委員、根子 ももこ 委員（計10名） 

所管部課名 企画財政部企画課 

 

公開・非公開の別 

 

□公 開 傍聴者人数   

■非公開 非公開の理由   書面での開催のため 

 

 【審議会の概要】 

 

 議 事 

    

１ 令和元年度市民参加の実施結果について 

【意見】 

□会長 

  パブリックコメントは概ね適切に行われているものと評価できる。特に、第２期伊達市子ど

も・子育て支援事業計画（案）については、ニーズ調査を行ったり、意見を聴くための会議を

設置したりするなど、パブリックコメントに至る過程で工夫と努力がなされており、市民参加

を推進しようとする姿勢と意欲が感じられる。 

 

    □委員 

パブリックコメント等が概ね適切に実施されていたと判断できる。 

パブリックコメントの公募件数が少ないように感じるので、周知方法等に、より意見が出や

すくなるような工夫を継続して行っていく必要があると感じる。 

市民の生活に直接関係する案件は、説明会やアンケート等の積極的な実施を考える必要があ

ると思われる。 

 人材バンクの登録者数は増加傾向にあり、今後も女性や若年層の登録に向けた周知方法等に

工夫が必要である。 

 

    □委員 

 パブリックコメントに対して一つ一つにわかりやすく丁寧に回答されていてよかった。 

 

    □委員 

 パブリックコメントの意見の数がもっと増えていけば、なお活発な市民参加になるのではな

いか。 
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   ２ 令和２年度市民参加の実施予定について 

【意見】 

□会長 

案件の性質に応じて、パブリックコメント募集のほかアンケート調査や会議の設置、説明会

の実施など、適切な手法を組み合わせて市民参加の機会を拡充していってほしい。 

 

    □委員 

審議会・パブリックコメント等の手段を工夫して積極的な参加を促すことが望まれる 

各審議会において審議された事案の概要を本会議にも情報提供してほしい。 

パブリックコメントについては、引き続き提出された意見に対してわかりやすく丁寧な対応

を求める。 

    □委員 

パブリックコメント募集の際の周知方法について、色々な工夫をされていることは承知して

いるが、募集の内容を知らない、意見を述べても参考程度の扱いとなるのであれば、実際の市

民生活とは密接にならない。市民一人一人が「自分ごと」として捉えて考えるべき内容に、も

っと幅広い意見が集まるための「受け身にならない周知の工夫」が必要ではないか。 

 

   ３ その他 

     

    □委員 

コロナウイルスの影響で市民参加活動が停滞した。今後は市民生活の安全を守り、市民に対

してきめ細やかな情報提供を行い、より一層の市民参加活動の推進に努めていただきたい。 

 

    □委員 

 第７期の中間報告書に向けて、市民参加制度の市民への浸透について「情報なくして市民参

加なし」といったニュアンスを記載してほしい。 

 

□委員 

 「第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画（案）に対するパブリックコメントにて「乳幼

児紙おむつ用ゴミ袋支給事業」を取り入れてほしいとあり、他の自治体でもよく聞くと書かれ

ているがどの辺の地域でどのくらいの自治体がその事業を実施しているのか。 

●事務局 

      担当課に確認したところ、近隣自治体で当該事業を実施しているところはなく、道内の多く

の自治体でも事業を実施していない状況であるが、千歳市や名寄市などは実施している。 

 

□複数委員 

資料31Pのその他の市民参加の数の合計欄が「３」となっているが、「２」ではないのか。 

●事務局 

      資料が分かりにくく大変申し訳ないが、「地域公共交通活性化」に関するアンケートとワー

クショップをそれぞれ分けて算定したので、「３」と記載したもの。 

 

 



令和２年度 第１回市民参加推進会議（書面開催） 

 

 

協 議 事 項 

・令和元年度市民参加の実施結果について           P１～ P29 

・令和２年度市民参加の実施予定について           P30～ P32 

 

参考資料 

 ・市民参加推進会議の活動状況 

 ・第６期市民参加推進会議における中間報告書 



市民意見
の公募

審議会
の開催

説明会
の開催

その他の
市民参加

担当課

1
第２期伊達市まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン・総合戦略（素案）につ
いて

●
●

委員改選
企画課

2
有珠山周辺地域強靭化計画（素案）に
ついて

● 総務課

3
第２期伊達市子ども・子育て支援事業
計画（案）について

●
子ども・子
育て会議

子育て支援課

4
伊達市住生活基本計画（案）及び伊達
市公営住宅等長寿命化計画（案）につ
いて

●
市営住宅
審議会

都市住宅課

5
伊達市下水道ビジョン（案）の策定に
ついて

● 下水道課

6
伊達市水道事業経営戦略（案）の策定
について

● 水道課

7
伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略
（案）について

● 水道課

8
入湯税の税率の一部引上げ改定（案）
について

● 税務課

9
伊達市B＆G海洋センターのあり方に
ついて

● 生涯学習課

10 伊達市市民参加推進会議
●

委員改選
（委員の公募）

企画課

11 伊達市男女共同参画推進市民会議 ● 企画課

12 伊達市表彰審議会
●

委員改選
総務課

13
伊達市行政不服及び情報公開・個人情
報保護審査会

●
委員改選

職員法制課

14 特別職報酬等審議会
●

委員改選
職員法制課

15 民生委員推薦会【非公開】 ● 社会福祉課

16 伊達市障害者自立支援審査会【非公開】 ● 社会福祉課

17 伊達市子ども・子育て会議
●

委員改選
子育て支援課

18 介護保険認定審査会【非公開】 ● 高齢福祉課

19 介護保険等運営協議会 ● 高齢福祉課

（２）市政の基本方針を定め、市民に負担や義務を課し、権利を制限する条例の制定・改廃

令和元年度市民参加の実施結果について

（１）令和元年度市民参加の実績

案 件 名

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

上下水道
経営審議会

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・改廃

（４）大規模な公共施設の設置に係る基本計画や利用・運営に関する方針の策定・変更

（５）上の（１）～（４）以外で市民の関心・影響があるもの
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市民意見
の公募

審議会
の開催

説明会
の開催

その他の
市民参加

担当課

20 伊達市福祉有償運送運営協議会
●

委員改選
高齢福祉課

21 伊達市国民健康保険運営協議会
●

委員改選
保険医療課

22 伊達市健康づくり推進協議会 ● 健康推進課

23 伊達市環境審議会 ● 環境衛生課

24 伊達市都市計画審議会
●

委員改選
（委員の公募）

都市住宅課

25 伊達市営住宅審議会 ● 都市住宅課

26 伊達市上下水道事業経営審議会 ● 下水道課

27 大滝区地域協議会 ● 地域振興課

28 ケーブルテレビ放送番組審議会 ● 地域振興課

29 社会教育委員会議
●

委員改選
生涯学習課

30 伊達市放課後子ども教室運営委員会 ● 生涯学習課

31 文化財審議会
●

委員改選
生涯学習課

32 伊達市図書館運営協力会
●

委員改選
（委員の公募）

図書館

33 伊達市公園ワークショップ ● 下水道課

市民意見
の公募

審議会
説明会等
の開催

その他の
市民参加

9 24 0 1

案 件 名
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公募意見の件
数

1 １件（１人）

2 提出なし

3 ２件（２人）

4 提出なし

5 提出なし

6 提出なし

7 提出なし

8 １件（１人）

9 2件（２人）

【意見の内訳】

反　　映 0　件 　反　映：意見の全て、または一部を案に反映するもの

既　登　載 0　件 　既登載：既に案に盛り込んでいるもの

そ　の　他 6　件 　その他：その他の意見・今後の参考として伺ったもの

計 6　件

（２）市政の基本方針を定め、市民に負担や義務を課し、権利を制限する条例の制定・改廃

入湯税の税率の一部引上げ改定（案）につ
いて

３月2４日～４月2２日 税務課

（なし）

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・改廃　

（なし）

（４）大規模な公共施設の設置に係る基本計画や利用・運営に関する方針の策定・変更

（５）上の（１）～（４）以外で市民の関心・影響があるもの

伊達市B＆G海洋センターのあり方について ７月４日～８月２日 生涯学習課

伊達市水道事業経営戦略（案）の策定につ
いて

3月17日～4月15日 水道課

伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）
について

3月17日～4月15日 水道課

２月７日～３月９日 企画課

伊達市住生活基本計画（案）及び伊達市公
営住宅等長寿命化計画（案）について

1月8日～2月6日 都市住宅課

伊達市下水道ビジョン（案）の策定につい
て

3月17日～4月15日 下水道課

（２）市民意見の公募（パブリック・コメント）実施実績

案　　　　　件　　　　　名 意見の募集期間 担　当　課

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

３月10日～３月23日 総務課

第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画
（案）について

1月6日～2月4日 子育て支援課

有珠山周辺地域強靭化計画（素案）について

第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口
ビジョン・総合戦略（素案）について
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（３）市民意見の公募（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）を行わない案件

（４）市民意見の公募期間を短縮した案件

案件名 理由 担当課

■有珠山周辺地域強靭化計画（素案）に
ついて

　本計画は、西胆振地区１市３町（伊達市。豊浦町、壮瞥町、洞爺
湖町）において国土強靭化に関する施策を総合的かつ計画的に推
進するため策定する計画であります。
　本計画に基づき実施される取組等に対しては、国の関係府省庁
の財政的支援を受けることができますが、令和２年度以降、取組又
は明記された事業に対して「重点配分」「優先採択」される方針が示
されたことを受け、関係部署との協議や３町との議論を十分に行った
ことで、市民意見の公募開始時期が予定より遅れることとなりまし
た。
　しかしながら、本計画に基づき取り組む各施策を新年度当初から
実施するためには、３月中の策定が必要であることから、公募のあっ
た市民意見を反映させる事務の手続の必要期間を勘案し、市民意
見の公募期間を14日間に短縮するものであります。

危機管理室

案件名と内容 理由 担当課

■伊達市国民健康保険税条例の改正（国民健康保険税の賦課限
度額及び軽減所得判定基準の改正について）

　当市の国民健康保険税は伊達市国民健康保険税条例（以下「条
例」という。）に基づき賦課しており、賦課限度額並びに被保険者均
等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定基準について
は、地方税法施行令に準じた内容で条例改正を行っています。
　今般、地方税法施行令の一部改正により、賦課限度額は３万円増
とし、被保険者均等割額及び世帯別平等割額を軽減する所得判定
基準は緩和される予定となっています。地方税法施行令は年度末
に公布されることが通例となっていますが、条例に基づく賦課期日
が４月１日であり、市民参加を実施する期間の確保が困難なことか
ら、市民参加は行いません。

■市民参加条例
第７条第２項第２号

「緊急に行わなければならないもの」に該
当

保険医療課
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（5）審議会の開催結果

1月7日

3月27日

（なし）

（なし）

（なし）

5月17日

6月14日

8月29日

3 伊達市男女共同参画推進市民会議 6月20日

4 伊達市表彰審議会 5月13日

10月3日

2月4日

12月17日

1月29日

2月16日

7月9日

11月15日

3月23日

8 介護保険等運営協議会 11月26日

6月4日

3月6日

審議会の名称 開催月日 担当課

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

（２）市政の基本方針を定め、市民に負担や義務を課し、市民の権利を制限する条例の制定又は改廃

総務課

5 伊達市行政不服及び情報公開・個人情報保護審査会

特別職報酬等審議会 職員法制課

職員法制課

6

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入又は改廃

（１）～（４）以外の行政活動

2

企画課

（４）市民の公共の用に供される大規模な施設の設置に係る基本計画及びその利用や運営に関する方針の策定や変更

7 伊達市子ども・子育て会議 子育て支援課

高齢福祉課

9 伊達市福祉有償運送運営協議会 高齢福祉課

1 まち・ひと・しごと創生有識者会議 企画課

伊達市市民参加推進会議 企画課
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10 伊達市国民健康保険運営協議会 12月5日

7月5日

12月20日

1月23日

2月27日

7月9日

3月10日

14 伊達市営住宅審議会 11月25日

11月8日

12月4日

5月31日

11月28日

17 ケーブルテレビ放送番組審議会 3月30日

6月21日

11月19日

7月18日

12月12日

20 文化財審議会 5月22日

6月4日

7月19日

※ 伊達市障害者自立支援審査会は隔週で木曜日に開催

※ 介護保険認定審査会は毎週水曜日開催

21

地域振興課16

18 社会教育会議 生涯学習課

生涯学習課

大滝区地域協議会

地域振興課

生涯学習課19 放課後子ども教室運営委員会

図書館伊達市立図書館運営協力会

11

審議会の名称

保険医療課

担当課

15 伊達市上下水道事業経営審議会

13 伊達市都市計画審議会 都市住宅課

12 伊達市環境審議会 環境衛生課

伊達市健康づくり推進協議会

都市住宅課

下水道課

健康推進課

開催月日
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（５-２）各審議会の委員内訳一覧

　　■色塗りの部分は令和元年度に委員改選があった審議会です。 （名）

男性 女性 男性 女性 男性 女性 推薦 指名 公募

8 2 4 2 4 2

6 6 2 3 2 3

21 1 0 0 0 0

7 1 0 0 0 0

7 0 2 0 1 0

24 0 0 0 0 0

21 1 0 0 1 0

6 1 0 0 0 0

5 0 0 0 0 0

4 1 0 1 0 0

7 3 0 1 0 1

9 0 3 0 3 0

10 5 0 1 0 2

11 3 0 0 0 0

7 3 0 0 0 0

15 5 0 0 0 0

8 2 0 0 0 0

9 0 0 0 1 0

5 3 0 2 0 2

9 3 2 1 2 1

8 1 0 0 1 0

8 4 2 2 2 2

13 1 2 1 2 1

公務災害補償等認定委員会【非
公開】

R1.7.1～
R4.6.30

5 0 0

7 0
特別職報酬等審議会

R1.12.17～
審議終了まで

5

まち・ひと・しごと創生有識者会
議

R2.1.7～
R4.1.6

22 0

伊達市行政改革推進委員会
Ｈ29.6.9～

R2.3.31

国民保護協議会
Ｈ30.8.30～

R2.8.29

22 0 1

伊達市市民参加推進会議
R1.7.2～
R3.7.1

10 6 6
6

審議会等の名称 委員任期
委員総数 人材バンク 人材バンク内訳うち公募委員

0

伊達市男女共同参画推進市
民会議

H30.6.1～
R2.5.31

12 5 5

伊達市表彰審議会
Ｈ31.4.1～

R3.3.31

8 0 0

防災会議
R1.5.24～
R3.5.23

24 0 0

伊達市行政不服及び情報公開・
個人情報保護審査会

1

伊達市国民健康保険
運営協議会

R1.6.1～
R4.5.31

9 3 3
3

子ども・子育て会議
Ｈ30.4.1～

R2.3.31

10 1 1
1

伊達市健康づくり推進
協議会

Ｈ30.4.1～
R2.3.31

15 1

民生委員推薦会【非公開】
R2.3.1～
R5.2.28

14 0 0

伊達市障害者自立支援
審査会【非公開】

Ｈ31.4.1～
R3.3.31

10 0 0

介護認定審査会【非公開】
Ｈ31.4.1～

R3.3.31

20 0 0

0 1
1

介護保険等運営協議会
Ｈ30.12.1～

R2.11.30

10 0 0

大滝ケーブルテレビ放送番組審
議会

伊達市営住宅審議会
Ｈ30.8.1～

R2.7.31

伊達市都市計画審議会
R1.6.1～
R3.5.31

12 3 3

Ｈ30.7.19～
R2.7.18

9

R1.10.1～
R3.9.30

5 1 0

4
大滝区地域協議会

福祉有償運送協議会
R2.2.19～
R4.2.19

9 0 1

Ｈ30.4.1～
R2.3.31

7 2 1

1 2

3

1

8 2 2

1

0

1

2

1

4
12 4

3伊達市環境審議会
Ｈ30.4.1～

R2.3.31

14 3 3
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男性 女性 男性 女性 男性 女性 推薦 指名 公募

5 5 2 5 2 5

5 3 0 0 0 0

10 2 0 0 0 0

6 1 0 0 0 0

7 3 2 0 2 0

1 4 38

261 60 21 19 23 19

・ 改選があった審議会 13

・ うち委員を公募した審議会 5

総合計画審議会 休止中

社会教育委員会議
R1.5.1～
R3.4.30

12 0 0

8 0 0

中小企業振興協議会 休止中

伊達市大滝区温泉利用審議会 休止中

伊達市廃棄物減量等推進審
議会

合　計

休止中

321

休止中

伊達市青少年指導センター運営
委員会

休止中

観光開発審議会

40 42

43

教育振興基本計画策定委員会 休止中

だて歴史文化ミュージアム検討
委員会

伊達市上下水道事業
経営審議会

Ｈ30.4.1～
R2.3.31

10

審議会等の名称 委員任期
委員総数

休止中

伊達市図書館運営協力会
R1.6.4～
R3.5.31

休止中

伊達市スポーツ推進審議会 休止中

公務災害補償等審査会 休止中

伊達市青少年問題協議会

7
7

7

0

10 2 2
2

7 0

バリアフリー基本構想策定委員
会

休止中

H31.4.25～
R2.3.31

放課後子ども教室運営委員会

伊達市文化財審議会
R1.5.1～
R3.4.30

人材バンク 人材バンク内訳うち公募委員
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（６）まちづくり人材登録の活用実績について
■まちづくり人材登録の年度別登録状況とその詳細です。

・ 現在、各審議会等に登用されている方は実人数で28名です。

※複数回答可

↓

複数の登録があるため実人数は70名

（７）令和元年度 市民による政策提案

提案件数 ０件

令和元年度 69 4 73

平成28年度 76

　年度別登録状況

68 9 77 △ 19 10

64 12 △ 16 8

平成30年度 68

△ 6 3

29 4

5

7 75 △ 12 6 37 5

4 67 △ 5 2

審議会等
登用者

年度末
登録終了者数

登録終了者
の内更新者

35 3

平成29年度 37

63

　令和2年4月1日現在 登録状況

登録年度 登録人数 年齢層 登録人数 活動可能時間帯 登録人数

令和２年度
当初

70

H28 12 20代 0 日中 17

H27 11 10代 0 いつでも 26

H30 16 40代 11 土日・休日 8

H29 17 30代 4 夜間 16

60代 12 合計 77R2 3

50代 12 その他 10R1 11

合計 70

男女の別 登録人数

合計 70 70代 25

80代 6

合　計 70名

　男性 41名

　女性 29名

28 4

１人が任用されて
いる最大審議会

数

平成27年度

年度
年度当初
登録者数

年度内
新規登録者数

年度末
登録者数

9



（8）その他の市民参加の開催結果

【ワークショップ】

9月10日

9月28日

10月8日

11月28日

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入又は改廃

【なし】

（４）市民の公共の用に供される大規模な施設の設置に係る基本計画及びその利用や運営に関する方針の策定や変更

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

案件名 実施月日 担当課

下水道課伊達市公園ワークショップ

実施方法

　市内の公園の管理や整備（遊具更新）
についてワークショップを開催。
　介護予防クラブ・幼稚園・保育所など
公園を利用する団体からの推薦と公募
による市民15名で実施。

【なし】

（１）～（４）以外の行政活動

【なし】

（２）市政の基本方針を定め、市民に負担や義務を課し、市民の権利を制限する条例の制定又は改廃

【なし】
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■ 「第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画」の策定

■ 令和２年１月６日（月）から２月４日（火）まで

（３０日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市健康福祉部子育て支援課児童家庭係

（本庁舎１階６番窓口）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市健康福祉部子育て支援課児童家庭係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２５－４１９５

◎電子メール アドレス：jidoukatei@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・子育て支援課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

閲 覧 場 所

意 見 提 出 方法

意 見 提 出 先

意 見 募 集 期間

第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　この計画は、現在の伊達市子ども・子育て支援事業計画が今年度で計画期間が終了とな

るため、子ども・子育て関連３法に基づき、令和２年度から令和６年度までの５年を期間

として、すべての子どもたちと子育て家庭を対象に、支援事業の目標や方向性を示したも

のです。

　市では、国の動向や市の現状を踏まえ、これまでの取組との継続性を保つとともに既存

計画との整合性も図りながら、幼児期の教育、児童福祉、母子保健及びその他子育て支援

に係る施策を推進するために「第２次伊達市子ども・子育て支援事業計画（案）」の策定

作業を進めております。この度、計画案を作成しましたので、案についての意見を市民の

皆さまから募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉部　子育て支援課

意 見 募 集 案件
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「第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画」の策定

令和２年１月６日（月）から２月４日（火）まで
（３０日間）

伊達市健康福祉部子育て支援課児童家庭係
（本庁舎１階６番窓口）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３１９４（直通）
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２５－４１９５
Ｅメール ：jidoukatei@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

１ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

その他
その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

郵送 ０ 名

１ 件

電子メール ０ 名

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

名 ）
無効となった意見件数

反　映
意見の全て、または一部を
案に反映するもの

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （ ０

「第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画（案）」に対する市民意見公募結果について、ご

意見と市の回答を下記のとおり公表いたします。

案 件 名

名 ）
（ 意 見 提 出 者 数 ）

件 （ １
有 効 な 意 見 の 件 数

１

第２期伊達市子ども・子育て支援事業計画（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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様式第１号（第２条）

【 】

◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったものその他

　要望として、保育士の確保がむずかしいと
思いますが、一時保育を行う保育所を増やし
てもらいたいです。また、０歳児も受け入れ
られる体制を作ってほしいです。すぐに頼れ
る家族や知人が近くにいないので、用事や体
調不良、病院に行きたい時に、０歳児の預け
先がないと困ることがあります。ファミサポ
もあると助かります。困ったときにあるのと
ないとのでは安心感が違います。

　また、他の自治体でもよく聞く「乳幼児紙
おむつ用ゴミ袋支給事業」を取り入れてほし
いです。乳幼児を持つ家庭は、本当に助かる
と思います。「子育てするなら伊達市」と目
標にした以上、一部の人の声だけではなく、
子育てするすべての人が意見・要望を言いや
すい環境をつくって頂き、多くの人の声に耳
を傾けてもらいたいです。声を上げれていな
い人は、まだまだたくさんいます。

　いろんな業務に追われる日々だとは思いま
すが、子どもたちのため、子育てを頑張って
いるすべての人に、優しいまちになるよう頑
張って頂きたいです。

反　映

既登載

その他

　現在、一時保育については、１箇所の保育
所で実施しており、ニーズを見極めながら、
可能な限り充実させていきたいと考えており
ます。また、０歳児の受入れについては、４
箇所の保育所で36名の受け入れ態勢となって
おりますが、こちらもニーズを見極めなが
ら、適正な定員を設定していく考えでありま
す。また、これらサービスを拡充するうえで
は、保育士の確保が最大の課題となりますの
で、保育士の確保に向けた取り組みを、引き
続き行ってまいります。

　ファミリー・サポート・センター事業につ
いては、平成28年度に事業実施に向けて検討
しましたが、事業者を確保できなかったほ
か、アンケート調査によるニーズと実際の
ニーズが大きく乖離していたことから、検討
を凍結した経緯があります。そのため、この
事業の必要性については慎重な検討が必要と
考えております。

　乳幼児紙おむつ用ゴミ袋支給事業について
は、道内の一部の自治体で実施していること
を把握しておりますが、必要性と事業効果に
ついて、慎重に見極めていく必要があると考
えております。

1 1-1

市　民　意　見　の　公　募　結　果

意見
提出者

意見
番号

提出された意見の内容 回答内容
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■ 伊達市住生活基本計画（案）及び

伊達市公営住宅等長寿命化計画（案）について

■ 令和２年１月８日（水）から　２月６日（木）まで（30日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市建設部都市住宅課住宅管理係

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地１

　伊達市建設部都市住宅課住宅管理係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２３－４４１４

◎電子メール アドレス：jutaku@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

第２庁舎・大滝総合支所・都市住宅課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

意 見 提 出 先

伊達市住生活基本計画（案）及び

伊達市公営住宅等長寿命化計画（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　伊達市では、住宅行政の基本となる目標や施策を定めた「伊達市住生活基本計画」と公

営住宅の長寿命化に資する予防保全的な管理や改善を計画的に推進し、ライフサイクルコ

ストの縮減につなげるため「伊達市公営住宅等長寿命化計画」を策定しております。

この計画策定から５年が経過することから、その間に行われた関連計画等の策定及び改

定に加え、少子高齢化の進行などの社会情勢の変化を踏まえた見直し作業を行っておりま

す。

　この度、伊達市住生活基本計画（案）及び伊達市公営住宅等長寿命化計画（案）がまと

まりましたので、この（案）についての意見を市民の皆さまから募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

建設部　都市住宅課

意 見 募 集 案件

意 見 募 集 期間

意 見 提 出 方法

閲 覧 場 所
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令和２年１月８日（水）から２月６日（木）まで
（３０日間）

伊達市建設部都市住宅課住宅係（本庁舎３階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３２９４（直通）
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２３－４４１４
Ｅメール ：jutaku@city.date.hokkaido.jp

「伊達市住生活基本計画（案）及び伊達市公営住宅等長寿命
化計画（案）」について

案 件 名

伊達市住生活基本計画（案）及び伊達市公営住宅等長寿命化計画
（案）に対する市民意見公募（パブリックコメント）の状況

「伊達市住生活基本計画（案）及び伊達市公営住宅等長寿命化計画（案）」に対する市民意見

公募結果について、ご意見と市の回答を下記のとおり公表いたします。

募 集 期 間

有 効 な 意 見 の 件 数

無 記 名 な ど に よ り
０ 件

意見提出はありませんでした。
（ 意 見 提 出 者 数 ）

０ 名 ）
無効となった意見件数

（

意見の全て、または一部を
案に反映するもの

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

反　映

その他

郵送 ０ 名

その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

電子メール ０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名
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■ 「第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略

　（素案）」について

■ 令和２年２月７日（金）から３月９日（月）まで

（３３日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市企画財政部企画課企画調整係（本庁舎２階）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市企画財政部企画課企画調整係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２３－４４１４

◎電子メール アドレス：kikaku@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」・

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・企画課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

意 見 提 出 先

閲 覧 場 所

第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　伊達市では、人口減少対策と地方創生をの取組に向け、国が制定した「まち・ひと・し

ごと総合戦略」に基づき、「伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」を

策定し、活力ある地域社会の創生を目指して取組を進めてきました。

　計画策定から５年が経過し、今年度で計画期間が終了となることから、引き続き地方創

生に向けて取組を推進するため、「第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・

総合戦略」を策定するものです。

　この度、「第２期まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案）」を作成し

ましたので、この（素案）に対する意見を市民の皆さまより募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画財政部企画課

意 見 募 集 案件

意 見 募 集 期間

意 見 提 出 方法
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「第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略」
 の策定

令和２年２月７日（金）から３月９日（月）まで
（３２日間）

伊達市企画財政部企画課企画調整係（本庁舎２階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３１１４（直通）
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２３－４４１４
Ｅメール ：kikaku@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

２ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

その他
その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

郵送 ０ 名

２ 件

電子メール ０ 名

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

名 ）
無効となった意見件数

反　映
意見の全て、または一部を
案に反映するもの

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （ ０

「第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案）」に対する市民意見

公募結果について、ご意見と市の回答を下記のとおり公表いたします。

案 件 名

名 ）
（ 意 見 提 出 者 数 ）

件 （ ２
有 効 な 意 見 の 件 数

２

第２期伊達市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・総合戦略（素案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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様式第１号（第２条）

【 】

◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったものその他

反　映

既登載

1 1-1

  基本目標の「健康産業の創造」について、稀府
町内にある伊達緑丘高校と稀府小跡地を活用した
総合運動公園（エリア）施設の整備を提案しま
す。

　2021年度に伊達高校と緑丘高校が統合され、稀
府小も2021年度末を以て東小に統合されます。伊
達緑丘高校跡地を伊達市で総合運動公園施設とし
陸上競技やテニスコート、サッカー場や体育館等
として活用できるようにします。スクールバスが
伊達中、東小から稀府・黄金地区へ走行するので
例えば屋内・屋外競技の部活動の生徒や少年団の
児童もスクールバスを利用して総合運動公園に移
動してトレーニングできるようにすれば、スクー
ルバスと施設の稼働率も上がりますし何より子供
たちの競技効率があがります。もちろん高校生や
市民の利用についても促します。

  第Ⅲ章総合戦略編1.基本的な考え方（２）①の
「伊達市固有の地域資源を有効に活用～」で、伊
達市は北海道内でも温暖で、道央・道北圏等が積
雪でグラウンド使用不能の時期でも屋外でのス
ポーツ活動が可能です。例えばサッカーについて
も有珠に1面あるので稀府に2面作れば夏期は避暑
目的での本州からの合宿や、春・秋には道内積雪
地の団体を誘致が可能です。

  別の視点として、有珠エリアには噴火のリスク
がどうしてもつきまといます。前回噴火から20年
経過するので、災害時に総合体育館を避難所等と
する計画と聞いていますが、その際にもスポーツ
施設又は避難所等として活用できます。

黄金小と達南中も無くなり地域から学校施設がこ
こ数年の内に消滅しますが、地域振興にもつなが
ることから是非ご検討いただきたくお願い致しま
す。

  総合戦略は、伊達市が今後目指すべき将来の方
向を提示し、伊達市の自主性・主体性を発揮しな
がら、まち・ひと・しごと創生に関する施策を総
合的かつ計画的に実施するための計画となりま
す。現在、総合運動公園等の建設計画はなく、
サッカーグラウンドの整備についても多額の財源
が必要となり、現段階では総合戦略に明記するこ
とは出来ません。
　
　廃校となる学校施設の利活用につきましては地
域住民を含め、多くの方に関係しますので慎重な
検討が必要です。サッカーグラウンド等の整備に
は多額の財源が必要となりますので、学校施設を
有効に活用することや、伊達市の気候や地域資源
を活用して人を呼び込むことは地域振興につなが
る大切な視点でありますので、今後の業務の参考
とさせていただきます。

その他

市　民　意　見　の　公　募　結　果

意見
提出者

意見
番号

提出された意見の内容 回答内容
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様式第１号（第２条）

【 】

◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったものその他

　大変勉強になりました。仕事に就いていた時に
も似た様なものがあったのでしょうが、何せ時間
がない。初めて、手にしました。なるほどそうか
という内容がけっこうありました。

　野菜もよく道の駅で買っていますが、100種類以
上あるとは！それに去年からブドウの試験栽培を
しているとか。これは良い！

　PDCAサイクルのA、Actionに改善という意味はあ
るのですか。improveかimprovement。動詞か名詞
に統一したほうがいいような気がします。

　健康推進プログラム良いです。料理教室もgood!
市役所勤務の非正規を正職員にしよう！

反　映

既登載

その他

　伊達市は気候に恵まれており、北海道の中では
比較的冬も温暖なことから、1年を通して数多くの
野菜が栽培可能となっています。高品質な伊達野
菜や地域資源の販路拡大へのPRを進め、産業の活
性化につなげたいと考えています。

　PDCAサイクルはPlan(計画)、Do(実施)、
Check(評価)、Action（改善）の４つの視点をプロ
セスの中に取り込み、そのプロセスをサイクルと
し、継続的な改善を推進するマネージメント手法
で日本でも広く活用されてきました。近年、公的
な部門でも効率的で質の高いサービスを提供しよ
うと、この概念を取り入れています。総合戦略で
もこの手法を活用して、効果的な事業を実施し、
その結果を踏まえて検証を行っていきますので、
PDCAサイクルという用語をそのまま引用していま
す。

　健康産業につながる健康プログラムや、料理教
室の開催はこれからも実施し、市民の健康増進は
もちろん、地域の活性化や、雇用につながる取組
となるよう戦略を進めていきます。

　非正規職員につきましては、法改正により伊達
市においても来年度より会計年度任用職員として
採用し、通年雇用や期末手当の支給など、労働条
件の改善が行われます。今後も労働環境について
検討を続けていきます。

2 2-1

市　民　意　見　の　公　募　結　果

意見
提出者

意見
番号

提出された意見の内容 回答内容
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■ 「有珠山周辺地域強靭化計画（素案）」について

■ 令和２年３月１０日（火）から３月２３日（月）まで

（１４日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市総務部総務課危機管理室（本庁舎２階）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市総務部総務課危機管理室　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２３－４４１４

◎電子メール アドレス：kikikanri@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・総務課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

閲 覧 場 所

有珠山周辺地域強靭化計画（素案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　東日本大震災の教訓や今後想定される大規模自然災害に備えるため、国では平成２
６年に「国土強靭化基本計画」を策定し、北海道においても平成２７年に「北海道強
靭化計画」を策定するなど、今後の大規模災害等に備え、事前防災及び減災に係る施
策を総合的に推進するための枠組みが順次整備されてきたところです。

　伊達市では、地理的な面において共通する自然災害リスクを有しており、豊浦町、
壮瞥町、洞爺湖町の３町と連携して、有珠山噴火災害や近年の激甚化する気象災害等
に備える必要があります。

　この度、市では「有珠山周辺地域強靭化計画（素案）」を作成しましたので、この
（素案）についての意見を市民の皆さまから募集します。
　
　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総務部　総務課　危機管理室

意見募集案件

意見募集期間

意見提出方法

意 見 提 出 先
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「有珠山周辺地域強靭化計画」の策定

令和２年３月10日（火）から３月23日（月）まで
（１４日間）

伊達市総務部総務課危機管理室（本庁舎２階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－２３－３３３１（内線322･323）
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２３－４４１４
Ｅメール ：kikikanri@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

その他

郵送 ０ 名

その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

電子メール ０ 名

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

０ 名 ）
無効となった意見件数

反　映

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （

意見の全て、または一部を
案に反映するもの

「有珠山周辺地域強靭化計画（案）」に対する市民意見公募結果について、ご意見と市の回答を下記

のとおり公表いたします。

案 件 名

有 効 な 意 見 の 件 数
意見提出はありませんでした。

（ 意 見 提 出 者 数 ）

有珠山周辺地域強靭化計画（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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■ 「伊達市下水道ビジョン」の策定について

■ 令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで

（３０日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市建設部下水道課総務係（本庁舎３階）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市建設部下水道課総務係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２３－４４１４

◎電子メール アドレス：gesuido-somu@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・下水道課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

閲 覧 場 所

伊達市下水道ビジョン（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　本市では、下水道が目指す将来像と取り組むべき施策を明らかにするため、平成22年度

に「伊達市下水道中期ビジョン」を策定しました。

　今年度計画期間が終了することから、下水道をとりまく社会環境の変化を踏まえ、施策

目標等を見直しするとともに、国より策定が求められている中長期的な経営の基本計画と

なる「経営戦略」を包括した「伊達市下水道ビジョン」を新たに策定するものです。

　この度、「伊達市下水道ビジョン（案）」がまとまりましたので、この（案）について

の意見を市民の皆さまから募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設部下水道課

意 見 募 集 案件

意 見 募 集 期間

意 見 提 出 方法

意 見 提 出 先
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「伊達市下水道ビジョン」の策定

令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで
（３０日間）

伊達市建設部下水道課総務係（本庁舎３階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３２９６
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２３－４４１４
Ｅメール ：gesuido-somu@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

その他

郵送 ０ 名

その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

電子メール ０ 名

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

０ 名 ）
無効となった意見件数

反　映

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （

意見の全て、または一部を
案に反映するもの

「伊達市下水道ビジョン（案）」に対する市民意見公募結果について、ご意見と市の回答を下

記のとおり公表いたします。

案 件 名

有 効 な 意 見 の 件 数
意見提出はありませんでした。

（ 意 見 提 出 者 数 ）

伊達市下水道ビジョン（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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■ 「伊達市水道事業経営戦略（案）」について

■ 令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで

（３０日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市建設部水道課料金係（本庁舎３階）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市建設部水道課料金係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２１－２１７０

◎電子メール アドレス：suido@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・水道課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

意 見 提 出 先

閲 覧 場 所

伊達市水道事業経営戦略（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　現在の水道事業を取り巻く環境は、水道施設や管路の老朽化、人口減少に伴う料金収入
減等により厳しさを増しておりますが、日常生活に欠かすことのできない水を将来にわた
り安定的に供給できるよう、事業運営の効率化や健全な事業経営に努める必要がありま
す。

　本計画は、「投資試算」と「財源試算」の将来予測や経営健全化、財源確保の具体的方
策を整理し、中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」としてとりまとめ安定した事
業経営に努めようとするものです。

　この度、「伊達市水道事業経営戦略（案）」がまとまりましたので、この（案）につい
ての意見を市民の皆さまから募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設部水道課

意 見 募 集 案件

意 見 募 集 期間

意 見 提 出 方法
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「伊達市水道事業経営戦略（案）」について

令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで
（３０日間）

伊達市建設部水道課料金係（本庁舎３階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３２９７
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２１－２１７０
Ｅメール ：suido@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

意見提出はありませんでした。

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

ファクシミリ ０ 名

郵送 ０ 名

その他
その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

電子メール ０ 名

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

無効となった意見件数

反　映
意見の全て、または一部を
案に反映するもの

０ 件

）
無 記 名 な ど に よ り

０ 件 （ ０ 名

有 効 な 意 見 の 件 数

「伊達市水道事業経営戦略（案）」に対する市民意見公募結果について、ご意見と市の回答を

下記のとおり公表いたします。

案 件 名

（ 意 見 提 出 者 数 ）

伊達市水道事業経営戦略（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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■ 「伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）」について

■ 令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで

（３０日間）

■ 別紙「意見用紙」等により氏名・住所を明記の上、ご意見を

お寄せください。

※団体の場合は団体名・代表者名・事務所所在地をご記載ください。

※氏名・住所等の記載の無い意見は無効となりますのでご留意ください。

■ ◎持　参 伊達市建設部水道課料金係（本庁舎３階）

◎投　函 伊達市役所本庁舎１階ロビー設置の投函箱

◎郵　送 〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1

　伊達市建設部水道課料金係　宛

◎ＦＡＸ ＦＡＸ番号：０１４２－２１－２１７０

◎電子メール アドレス：suido@city.date.hokkaido.jp

■ ◎伊達市役所（本庁舎ロビー「パブリック・コメントコーナー」

　　　　　　　第２庁舎・大滝総合支所・水道課窓口）

◎伊達市市民活動センター

◎だて歴史の杜カルチャーセンター（ロビー）

◎伊達市総合体育館（ロビー）

◎各コミュニティセンター（有珠・長和・東・黄金）

意 見 提 出 先

閲 覧 場 所

伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）

に対する市民意見の公募（パブリックコメント）

　現在の水道事業を取り巻く環境は、水道施設や管路の老朽化、人口減少に伴う料金収入
減等により厳しさを増しておりますが、日常生活に欠かすことのできない水を将来にわた
り安定的に供給できるよう、事業運営の効率化や健全な事業経営に努める必要がありま
す。

　本計画は、「投資試算」と「財源試算」の将来予測や経営健全化、財源確保の具体的方
策を整理し、中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」としてとりまとめ安定した事
業経営に努めようとするものです。

　この度、「伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）」がまとまりましたので、この
（案）についての意見を市民の皆さまから募集します。

　多くの市民の皆さまからのご意見をお待ちしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建設部水道課

意 見 募 集 案件

意 見 募 集 期間

意 見 提 出 方法
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「伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）」について

令和２年３月17日（火）から４月15日（水）まで
（３０日間）

伊達市建設部水道課料金係（本庁舎３階）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３２９７
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２１－２１７０
Ｅメール ：suido@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ ０ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

その他

郵送 ０ 名

その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

電子メール ０ 名

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの ０ 件

意 見 の 取 扱 い

０ 名 ）
無効となった意見件数

反　映

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （

意見の全て、または一部を
案に反映するもの

有 効 な 意 見 の 件 数
０

「伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）」に対する市民意見公募結果について、ご意見と

市の回答を下記のとおり公表いたします。

案 件 名

０ 名 ）
（ 意 見 提 出 者 数 ）

件 （

伊達市大滝区簡易水道事業経営戦略（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果

募 集 期 間
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入湯税の税率の一部引上げ改定（案）について

令和２年３月２４日（火）から４月２２日（水）まで
（３０日間）

伊達市企画財政部税務課市民税係（本庁舎１階⑫番）
〒052-0024　伊達市鹿島町20番地1
電話番号 ：０１４２－８２－３１４６
ＦＡＸ番号 ：０１４２－２３－４４１４
Ｅメール ：zeimu@city.date.hokkaido.jp

お 問 い 合 わ せ 先

ファクシミリ １ 名

直接持参
（担当課窓口・意見投函箱）

０ 名

有 効 な
意 見 の 提 出 方 法

郵送 ０ 名

１ 件

電子メール ０ 名

０ 件
意 見 の 取 扱 い

その他
その他の意見・今後の参考として
伺ったもの

０ 件

有 効 な
既登載 既に案に盛り込んでいるもの

名 ）
無効となった意見件数

反　映
意見の全て、または一部を
案に反映するもの

無 記 名 な ど に よ り
０ 件 （ ０

名 ）
（ 意 見 提 出 者 数 ）
有 効 な 意 見 の 件 数

１ 件 （ １

募 集 期 間

　入湯税の税率の一部引上げ改定（案）に対する市民意見公募結果について、ご意見と市の回

答を下記のとおり公表いたします。

案 件 名

入湯税の税率の一部引上げ改定（案）

に対する市民意見公募（パブリックコメント）の結果
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様式第１号（第２条）

【 】

◎ 凡　例

【 】： 意見の全て、または一部を案に反映するもの

【 】： 既に案に盛り込んでいるもの

【 】： その他の意見・今後の参考として伺ったもの

市　民　意　見　の　公　募　結　果

反　映

提出された意見の内容 回答内容
意見
番号

既登載

その他

　入湯税の税率の一部引上げ改定について賛成致
します。
　又、引き上げ幅についても妥当と思います。
　ただし、引き上げられた入湯税は、具体的に使
用方法を十分検討し、有効かつ観光振興に役立つ
様に活用してほしいです。

意見
提出者

　入湯税率の一部引き上げによって増収となる財
源につきましては、活用方法を十分検討し、大滝
区の観光振興に役立てるようにいたします。

1-1

その他

1
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市民意見
の公募

審議会
の開催

説明会
の開催

その他の
市民参加

担当課

1
伊達市高齢者保健福祉計画・介護保険
事業計画（第８期）

● 高齢福祉課

2 第６期伊達市障がい福祉計画 ● 社会福祉課

3 伊達市子どもの読書活動推進計画 ● 図書館

4 伊達市市民参加推進会議 ● 企画課

5 伊達市男女共同参画推進市民会議
●

委員の公募
企画課

6 伊達市地域公共交通活性化協議会
●

委員の公募

アンケート
ワークショッ

プ
企画課

7 伊達市表彰審議会 ● 総務課

8 伊達市行政改革推進委員会 ● 総務課

9 伊達市史編さん委員会（仮称）
●

委員の公募
総務課

10 伊達市行政不服及び情報公開・個人情報保護審査会 ● 職員法制課

11 伊達市子ども・子育て会議 ● 子育て支援課

12 伊達市福祉有償運送運営協議会 ● 高齢福祉課

13 伊達市介護保険等運営協議会
●

委員の公募
高齢福祉課

14 介護認定審査会（非公開） ● 高齢福祉課

15 伊達市国民健康保険運営協議会 ● 保険医療課

（２）市政の基本方針を定め、市民に負担や義務を課し、権利を制限する条例の制定・改廃

令和２年度市民参加の実施予定について

（１）令和２年度市民参加の実施予定

案 件 名

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・改廃

（４）大規模な公共施設の設置に係る基本計画や利用・運営に関する方針の策定・変更

（５）上の（１）～（４）以外で市民の関心・影響があるもの
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市民意見
の公募

審議会
の開催

説明会
の開催

その他の
市民参加

担当課

16 伊達市健康づくり推進協議会 ● 健康推進課

17 伊達市環境審議会
●

委員の公募
環境衛生課

18 伊達市廃棄物減量等推進審議会
●

委員の公募
環境衛生課

19 伊達市都市計画審議会 ● 都市住宅課

20 伊達市営住宅審議会
●

委員の公募
都市住宅課

21 伊達市景観計画策定協議会
●

委員の公募
都市住宅課

22 伊達市上下水道事業経営審議会
●

委員の公募
下水道課

23 伊達市公園ワークショップ ● 下水道課

24 大滝区地域協議会 ● 地域振興課

25 大滝ケーブルテレビ放送番組審議会 ● 地域振興課

26 伊達市社会教育委員会議 ● 生涯学習課

27 伊達市放課後子ども教室運営委員会 ● 生涯学習課

28 伊達市立図書館運営協力会 ● 図書館

市民意見
の公募

審議会
説明会等
の開催

その他の
市民参加

3 24 0 3

案 件 名
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1

2

3

伊達市子どもの読書活動推進計画 10月13日～11月11日 図書館

（２）市民意見の公募（パブリック・コメント）実施予定

案 件 名 意見の募集期間 担　当　課

（１）市の基本構想その他基本的な事項を定める計画の策定又は変更

伊達市高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画（第８期計画）

1月8日～2月10日 高齢福祉課

第６期伊達市障がい福祉計画 12月中旬～1月中旬 社会福祉課

（２）市政の基本方針を定め市民に負担や義務を課し、権利を制限する条例の制定・改廃

（なし）

（なし）

（３）市民生活に重大な影響を及ぼす制度の導入・改廃

（なし）

（４）大規模な公共施設の設置に係る基本計画や利用・運営に関する方針の策定・変更

（５）上の（１）～（４）以外で市民の関心・影響があるもの

（なし）
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別紙１

■平成30年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

第１回 平成30年5月29日 市役所 ２階 会議室A 8名 　・平成29年度市民参加の実績について

　・平成30年度市民参加の実施予定について

　・第6期市民参加推進会議中間報告書について

第２回 平成30年6月15日 市役所 ２階 会議室Ａ 9名 　・第6期市民参加推進会議中間報告書について

第３回 平成31年1月28日 市役所 ２階 会議室Ａ 8名 　・平成30年度市民参加の実施状況について

第４回 平成31年3月29日 市役所 ２階 会議室Ａ 9名 　・平成30年度市民参加の実施状況について

　・第6期意見書について

■令和元年度　伊達市市民参加推進会議の活動状況

回数 開催日 開催場所 出席者数 議題

第１回 令和元年5月17日 市役所 ２階 会議室A 9名 　・平成30年度市民参加の実績について

　・令和元年度市民参加の実施予定について

　・第6期意見書について

第２回 令和元年6月14日 市役所 ２階 会議室Ａ 9名 　・第6期意見書について

第３回 令和元年8月29日 市役所 ２階 会議室Ａ 10名 　・概要説明について

　・令和元年度市民参加実施予定について

第４回 令和2年3月26日 ※新型コロナウイルス感染症の影響により中止

※第７期の委員による市民参加推進会議は第３回からとなります。



平成 30年６月 29日 

  

第６期伊達市市民参加推進会議の活動状況について（中間報告） 

 

伊達市市民参加推進会議  

会長 永 井 真 也  

 

伊達市市民参加推進会議（以下「推進会議」という）は、平成19年４月 1日の伊達市市民参加条

例（以下「条例」という。）の施行に伴い、条例第 17条の規定に基づき、平成 19年６月 13日に設

置された。以来、第１期から第５期の各２年の任期の活動を経て、現在、第６期となる任期２年の

活動を行なっている。本報告は、第６期活動の中間期を迎えるにあたり、その活動状況を報告する。 

 

１１１１    これまでの経過これまでの経過これまでの経過これまでの経過 

第５期においては、平成 27年度から平成 29年度まで延べ８回の会議が開催され、期末に「意見

書」という形で総括を行った。同意見書では、市民参加制度の浸透、まちづくり人材登録人数の

増加、パブリックコメントの運用や審議会の運営方法において工夫がなされるなどの改善が

みられる一方、パブリックコメント、政策提案については、広く多様な意見を取り入れるた

めに、その他の市民参加の方法にも目を向けた議論を深めていく必要があると考えると総括

している。意見書の要点は次のとおりである。 

 

（１）「市民参加制度の市民への浸透」についての一致した理解を確立するため、平成 23 年

度から行われている「市民参加条例研修会」を継続して実施し、市民参加制度の全庁的な

浸透に努めていることを高く評価する。今後も研修会を継続して行うことで、庁内におけ

る市民参加制度の更なる浸透に努める。 

 

（２）若者や女性の市民参加については、広報やホームページなどでの周知により、まちづ

くり人材バンクに現在約 70名が登録しているが、以前は 30代以下の登録者がなく、審議

会の委員に若者が登用されていない状況であった。このことにより、若年層をターゲット

としたフェイスブックの活用やポスター設置などにより、30代、40代及び女性の登録者の

増加につながったことや、本推進会議で積極的に若い委員を登用したことは評価できるこ

とであり、市の尽力に感謝したい。 

 

（３）パブリックコメントにおいては募集時における資料の読みやすさ、意見に対する丁寧

な回答やホームページの改善など、わかりやすい形での市民への周知や意見提出者に対す

るきめ細やかな対応が行われており、推進会議ではこのことを高く評価する。しかし、提

出意見が少ない傾向が見られるため、意見募集時の周知・公表については、意見が出やす

くなるような配慮・工夫を考えていく必要がある。また、引き続き説明会など他の市民参

加の方法を活用し、行政に対する意見を広く反映させるための一層の尽力をお願いしたい。 

 

 



２２２２    第６第６第６第６期活動の中間報告期活動の中間報告期活動の中間報告期活動の中間報告 

以上を受けて、第６期推進会議では、市民参加制度を市民へ浸透させるため、パブリック

コメントの実施方法や審議会の運用方法において議論すべく、これまで別紙１のとおりの活

動を行ってきた。本推進会議の意見を取りまとめるには、なお推移を見守り議論を深める必

要があることから、これまでの議論の内容等を以下のとおり報告する。 

 

（１）市民参加制度の運用について 

  市民参加制度は、市民の権利を守る仕組みとしてのルールであり、適正に運用される

ことが肝要である。これまでにも市は積極的に、市民参加制度についての市民の理解や

参加を得られるよう制度の普及に努めてきた。 

特に広く市民の意見を制度に基づいて吸い上げるために、市職員向けの「市民参加条

例研修会」によって職員への理解の浸透を図っている。今後もより充実した研修による

市民参加制度の公平かつ公正な運用に取り組んでほしい。 

 

（２）市民参加制度の市民への浸透について 

市民参加制度の市民への浸透のために、従来の周知方法の他にチラシの配付やフェイ

スブックなど新たな周知方法も実施し、多くの市民が参加できるようこれまで以上の配

慮・工夫がなされてきた。 

また、説明会やアンケートなどその他の市民参加が実施され、多くの参加があったこ

とは、参加の周知方法や実施結果の公表方法についての工夫･改善を行った結果であり、

高く評価できる。 

既存のパブリックコメントについては、提出意見がない場合もあるが、引き続き市民

への制度の浸透に重点を置きながら取り組んでほしい。 

今後も時代にあった様々な市民参加の手法で、市民との関係の構築を図っていく必要

がある。 

 

（３）若者の市民参加について 

市民参加における特に若者の参加について、ワークショップをはじめ、説明会やアン

ケートにおいて幅広い年齢層をターゲットにした市民参加を実施し、シンポジウムにお

いては参加者の約７割が 40代以下という結果であった。多くの世代からの参加があった

ことは広く周知を行った成果であり、今後もさまざまな市民参加を実施、継続していく

ことを期待する。 

また、高校生のワークショップを実施し、シンポジウムで発表したことは、高校生が

地域を学ぶきっかけとなっただけではなく、市民全体のまちづくりにおける意識の高揚

に繋がったことは高く評価できる。今後も若い世代の参加機会を増やしていくとともに、

市民参加制度を効果的に発信する取組を続けていく必要がある。 

まちづくり人材バンクについては、周知方法を工夫した結果、30代の登録者が増加し、

審議会への登用やまちづくりへの参加に繋がった。 

これらのことから、まちづくりに興味はあるが参加機会がない市民のため、興味や関

心を持つ取組などまちづくりに関わる機会を創出するとともに、今後も市民参加制度に



ついて、より一層の周知・啓発をお願いしたい。 

 

以上により、本推進会議は、本市における市民参加が適切な方向で実施されていると評価

するとともに、若い世代をはじめ全市民が意見を出す場に参加しやすい・参加してみたいと

思える市民参加制度の取組に期待したい。 
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